
 

 

  

 

患者さんの数が非常に少ないため、手術で切り取るのが最も確実にがんを取り除く方法であり、手術方

法は悪性度によって有棘細胞がんや基底細胞がんの切除範囲に準じて決められます。原発巣が手術でき

ない場合や限られた転移巣に対しては、放射線治療が行われます。がん化学療法は、他の皮膚がんより

さらに有効な薬剤についての情報がなく、治療法の選択が難しくなります。 

皮膚付属器がん（汗腺がん・脂腺がん）について 

 
 

  

皮膚付属器がん（汗腺がん・脂腺がん） 

（ひふふぞくきがん（かんせんがん・しせんがん）） 
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診断 

※内容を簡素に記載しております。詳しくは HP をご覧ください。 

治療 

臨床的な見た目だけでは診断をつけることが難しく、生検を行い病理組織診断により確定診断します。 

 

皮膚を構成する様々な細胞に由来する皮膚がんで希少がんの中でもさらにまれながんです。 

●有棘細胞がんについてはこちらをご覧ください。    

https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/about/0001/index.html 

●さまざまな希少がんの解説についてはこちらをご覧ください。    

https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/about/index.html 

●基底細胞がんについてはこちらをご覧ください。    

https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/about/001/index.html 
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